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第１０章 情報伝達と処理のしくみ

教科書
メヂカルフレンド社
新体系看護学全書
人体の構造と機能①
解剖生理学

ニューロンでの興奮の伝導

ニューロンでの興奮の伝導
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ニューロンでの興奮の伝導
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ニューロンでの興奮の伝導 シナプスでの興奮の伝達

反復刺激後増強：神経末端に刺
激が連続して到達すると、放出
される伝達物質の量が増加して、
シナプスにおける伝達効率が上
がる。これを、反復刺激後増強
という。
大脳皮質では、この反復刺激

後増強が数時間～数日間続く⾧
期増強があり、学習や記憶との
関連が示唆されている。
小脳では、逆に、⾧期抑制が

生じる。
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神経系の構造
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交通線維
連合線維

投射線維
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大脳の意識レベルを保つ様に刺激を出す！
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脳の構造と機能
脳幹：中脳・橋・延髄
呼吸、心臓、消化などの中枢がる。

中脳 大脳脚、上丘，下丘
橋 菱形窩（第四脳室）

中小脳脚：小脳
延髄 錐体、オリーブ

脳幹内部：網様体
上丘：視覚
下丘：聴覚
赤核・黒質：錐体外路灰白質

脳幹機能
内蔵機能中枢（循環、呼吸、消化
（嘔吐、嚥下、唾液分泌）、排尿）
運動調節中枢
瞳孔反射（対光反射、輻輳反射）
覚醒と睡眠：脳幹網様体の大脳皮質
刺激による意識状態保持

運動系の統合的調整

感覚系の大脳皮質への中継

本能・情動の中枢
種々の中枢
内分泌系の中枢
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脳脊髄液の
産生と循環

4つの脳室の脈絡叢
濾過された血液
脳脊髄液

↓
モンロー孔

↓
第３脳室

↓
中脳水道

（シルビウス管）
↓

第４脳室
↓ ↓

正中口 ↓
外側口 脊髄

↓ 中心管
↓

くも膜下腔
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脳脊髄の圧の組成

L3-4/L4-5の穿刺での
脳脊髄液圧
臥位：12～15cmH2O
座位：20cmH2O

頭蓋内の脳性期髄液圧
（頭蓋内圧、脳圧）は
座位では陰圧である。

組成は、血清やリンパ液
に似ているが蛋白質は少
ない。

機能：外部からの衝撃、
自重での脳底部の血管や
神経の損傷、細胞外液、
血液髄液関門（脈絡叢）
で性状を保つ。

頭蓋内圧（脳圧）亢進：頭痛、嘔吐、視力障害（うっ血乳頭）、脳ヘルニア

脳の高次機能：人間が人間であることの根源、未解明が大部分。

脳波

（シータ波）
まどろみ状態：4～8Hz安静覚醒時：8～13Hz 中等度の深さ

～熟睡状態：2～4Hz

（デルタ波）

注意集中時：13Hz以上

誘発電位：
特定の感覚刺激
を与えた時の脳
内伝導路各所か
らの脳波を記録
したもので、脳
内の障害部位を
診断できる。
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90分周期で、4～6回出現。覚醒前のレム睡眠：30分程度。
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レム睡眠は、新生児では50％を占めるが、
大人では20～25%であり、高齢になると更に短くなる。

記憶

短期記憶
海馬
（側頭葉）

関与する脳領域記憶の種類
海馬短期記憶
海馬、内側側頭葉顕在記憶

（覚えていることを意識できる）
⾧期記憶

小脳、偏桃体など潜在記憶
（意識に上らない記憶）

表10-3 記憶の種類と関与する脳領域
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本能行動と
情動行動

本能と摂食行動や性行
動などの本能行動は、
大脳辺縁系と視床下部
で調整されている。

情動行動
恐怖に伴う逃避行動
怒りによる攻撃行動
（恐怖や怒りは大脳新
皮質、辺縁系では行動
や表情を生じる。）

報酬系
懲罰系
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血糖低下
血糖上昇

レプチン

飲水行動：
血液浸透圧の上昇
１）視床下部の神経の下垂体後葉での神
経内分泌によるバゾプレッシン（ADH）
分泌が生じる。
２）視床下部の飲水中枢が刺激される。

性行動：
視床下部の性腺刺激ホルモン放出ホルモ
ン分泌によって、性ホルモンの分泌を生
じて、性欲を亢進させて性行動に向かわ
せる。
視床下部の性中枢が興奮する。

中枢神経系の障害
中枢神経、特に大脳には、思考、記憶、知性、
意識などの機能が局在している。器質的・機能
的異常により、様々な障害が生じる。

意識障害：上行性網様体賦活系（中脳
～視床下部）は、大脳に線維を投射し
て、大脳の機能レベルを調節している。
これが障害されると、大脳の機能レベ
ルが低下して、意識障害が生じる。

意識レベル
意識清明 ⇒ 意識混濁

⇒ 昏迷 ⇒ 昏睡

植物状態と脳死
植物状態：大脳の精神活動が完全に永久に失われた状態。
脳死：大脳のみならず脳幹までを含む脳全体の機能が不可逆的に失われた状態。
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脳神経
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V 三叉神経
眼神経
上顎神経
下顎神経

頭蓋骨からの出口
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V 三叉神経
眼神経
上顎神経
下顎神経
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自律神経

臓器（効果器）の機能
の調整（支配）の仕方

１）自律性
２）二重支配：拮抗支配

例外：汗腺（交感神経支配）
心室（交感神経支配）

３）持続支配

交感神経系sympathetic  nervous 
system(内蔵、血管・皮膚・骨
格筋に分布)
身体活動が盛んになった時に、上
記の諸組織をそれに適応させるよ
うに作用する。
心臓、呼吸が促進、気管支は拡張、
瞳孔は散大、消化は抑制、血圧が
上昇、汗腺からの汗の分泌亢進が
生じる。

副交感神経系parasympathetic
nervous system(主に内蔵）
身体がリラックスしているときに
作用する。
心臓や呼吸は抑制され、心拍と呼
吸がゆっくりとなり、気管支は収
縮し、瞳孔は縮小し、消化管の運
動と消化液の分泌の促進、消化・
吸収が盛んになる。
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脊髄神経

前角運動神経細胞
前根⇒

脊髄神経
後角→後根

⇒神経節感覚細胞⇒

ベルーマジャンデイーの法則
（前根が運動性、後根が感覚性）
脳神経でも、運動神経細胞は脳内に、

感覚細胞は脳外に存在する。

前角運動神経細胞
前根⇒

脊髄神経
後角→後根

⇒神経節感覚細胞⇒

ベルーマジャンデイーの法則
（前根が運動性、後根が感覚性）
脳神経でも、運動神経細胞は脳内に、

感覚細胞は脳外に存在する。
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脊髄と脳
脊髄の構造
脊髄・馬尾・前正中溝・後正中溝
左右の前・後・外側溝
灰白質
前角：大型の運動神経細胞
側角（胸髄）・中間部：自律神経細胞
後角：感覚を中継する神経細胞
白質
前索・側索・後索

脊髄の機能
脊髄反射
伸張反射（伸展反射）：膝蓋腱反射
単シナプス反射
伸筋筋紡錘→感覚ニューロン
→運動ニューロン→伸筋の収縮

屈曲反射（逃避反射）：接触側の四肢の屈曲
多シナップス反射

内蔵反射：内蔵感覚へ交感・副交感神経の運動
ニューロンが内蔵の平滑筋を収縮・弛緩を生じる。

脊髄神経の機能

筋枝：骨格筋に入る枝で、筋の運動と筋
紡錘の感覚を支配する。

皮枝：皮膚に分布する皮枝で、皮膚の感
覚や汗腺からの分泌を支配する。ある高
さの脊髄神経は、神経叢を形成しても、
一定の帯状の皮膚（皮膚分節）を支配す
る。
従って、全身の皮膚は、分節的に脊髄

神経に支配されている。

自律神経：内蔵と血管には自立神経の線
維が分布する。
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感覚機能

特殊感覚（頭部にあ
る特殊な感覚器で触
知：臭覚、視覚、聴
覚、平衡覚、味覚）

体性感覚（全身の皮
膚と運動器で触知：
触覚、圧覚、冷覚、
温覚、運動感覚、位
置感覚、痛覚）

内臓感覚（内蔵領域
で触知：内蔵痛覚、
臓器感覚）

指先

口唇

上行伝導路
体性感覚の伝導路：

錐体外路

後索・内側毛帯路：精細な触覚や深
部感覚（筋の伸⾧状態などの固有覚）は脊
髄後索と脳幹の内側毛帯を通過する。脊
髄神経節の一次ニューロンが同側の脊髄
後索を上行し延髄の後索核に達し、二次
ニューロンが脳幹の内側毛帯を通過して
視床に達し、三次ニューロンが大脳皮質
に投射する。

前脊髄視床路：粗大な触覚。脊髄神
経節の一次ニューロンが後角に達し、二
次ニューロンが反対側の脊髄前索を上行
し視床に達し、三次ニューロンが大脳皮
質に投射する。

外側脊髄視床路：痛覚と温度覚。脊
髄神経節の一次ニューロンは後角に達し、
二次ニューロンが反対側の脊髄側索を上
行して、視床に達する。
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運動機能と下行伝導路

下行（遠心）伝導路：錐体路

外側皮質脊髄路：内包⇒大脳脚⇒橋底部⇒延
髄錐体⇒錐体交差⇒反対側の脊髄側索後部⇒
脊髄前角の運動神経細胞

前皮質脊髄路：内包⇒大脳脚⇒橋底部⇒延髄
錐体⇒同側の脊髄前索⇒交差して反対側の脊
髄前角の運動細胞

皮質核路：内包⇒大脳脚⇒脳幹の核の運動
ニューロンに終わる、



2023/7/6

25



2023/7/6

26

内蔵機能の調節
生体内外の環境の変化に応じて様々な臓器の
機能状態を変化させているのが、自律神経
（autonomic nerve）と内分泌腺から分泌され
るホルモン（hormone）である。
ホメオスタシスの主役

自律神経とホルモンは相補的関係である。
１）神経による調整はその効果の発現が早い（反
射的）が、ホルモンの効果の発現は一般に遅い。
２）神経による調節はその効果の持続が短いが、
ホルモンの効果は⾧時間持続する。
３）神経は微調整を絶えず行っているが、ホルモ
ンは内部環境を一定に保つのではなく、成⾧や妊
娠などに伴って内部環境のレベル（ベースライ
ン）を変化させるものが多い。
４）神経は臓器や組織に分布するが、血液には影
響を与えることが出来ない。血漿中の電解質やグ
ルコースの濃度は、もっぱらホルモンによって調
整される。
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